
令和８年度
全国学力・学習状況調査

本調査は、文部科学省が、学校の設置管理者等（教育委員会、学校法人等）の協力を得て実施するものです。

調査の目的 ◇�義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、�
教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る
◇学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる
◇そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する

時 間 割

児童生徒に対する調査 学校に対する調査
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査
（例）�学習に対する興味・関心、授業内容の理解度、基本的生活習慣等、

家庭学習の状況　など

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査
（例）�授業の改善に関する取組、指導方法の工夫、学校運営に関する取組、家庭・

地域との連携の状況　など

調 査 内 容
❶ 教科に関する調査（国語、算数・数学、英語）

小学校 児童質問調査および中学校 英語・生徒質問調査は、文部科学省CBTシステム（MEXCBT）によるオンライン方式
（CBT：Computer Based Testing）で実施します。
　出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内容は、それぞれの学年・教科に関し、以下のと
おりとする。
　①�　身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に活用できるよう

になっていることが望ましい知識・技能等
　②　知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力等

❷ 質問調査

調 査 対 象 国・公・私立学校の小学校第６学年、中学校第３学年　原則として全児童生徒

調査実施日：令和8年4月23日（木）
・英語 「読むこと」「書くこと」「聞くこと」：令和８年４月20日（月）〜23日（木）のうち１日
・英語 「話すこと」：令和８年４月24日（金）〜５月29日（金）のうち１日

１．小学校

4月23日（木） 1時限目 2時限目
国語（45分） 算数（45分）

調査実施日 ※1 ※2
児童質問調査（20分程度）

※３　�４月20日（月）～４月23日（木）のうち１日（学校ごとに指定）�
不測の事態で実施できなかった学校は、４月24日（金）の予備日での実施も可。

※４　�MEXCBTを用いてオンライン方式で実施。４月27日（月）以降は学校外での実施も可。

※５　�MEXCBTを用いてオンライン方式で実施。期間内実施校は事情に応じて学校外での実施も可。

（２）英語「話すこと」※5
〇当日実施校（４月24日(金)、27日（月）） 〇期間内実施校（４月28日（火）〜５月29日（金））

文科省指定日 文科省指定日
英語「話すこと」（20分程度） 英語「話すこと」（20分程度）

２．中学校
（１）国語、数学、英語（「話すこと」以外）

4月23日（木） 1時限目 2時限目
国語（50分） 数学（50分）

調査実施日 ※3 ※4
英語「読むこと」「書くこと」（50分程度） 英語「聞くこと」・生徒質問調査（50分程度）

※１  �４月24日（金）～５月８日（金）のうち１日（学校ごとに指定）
※２　�各学校の状況に応じて調査時間を設定して、MEXCBTを用いてオンライン方式で実施。�

調査実施日に実施できない場合は学校外での実施も可。



把握
全国的な児童生徒の
学力や学習状況の把握

改善
教育及び教育施策の
改善に結びつける

検証
調査結果を分析し、
教育の成果と

課題などを検証する

義務教育における
検証改善サイクルの確立

全国学力・学習状況調査 検 索

国
教育の改善に向けた全国的な取組を推進
（例）�学習指導要領の改訂、各種施策の検証・改善、

教員の配置等への支援、教育委員会や学校
における改善の取組への支援　など

教育委員会
域内の教育の改善に向けた取組を推進
（例）�教員の配置等の工夫、教員研修の充実、

学習指導等の改善のための資料の作成、
保護者や地域と連携した取組　など

学校

個々の児童生徒の課題に応じた
学習指導の改善に向けた取組を推進
（例）�教科に関する調査や質問調査の結果の総合

的な分析、課題を踏まえた授業改善・校内研
修、学習・生活習慣に関する保護者への働き
かけ、放課後等における補充学習　など

調査結果等の集計・分析・提供

調査結果の活用

集計・分析

中学校英語は、IRTスコアをベースに調査結果を示します。
　IRT：�児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の

学力スコアを推定する統計理論。項目反応理論（Item ResponseTheory）。

提　供
◇�国全体、各都道府県、地域の規模等における調査結果を
公表
◇�児童生徒の学習環境や生活習慣、学校における指導や
教育条件の整備状況等と学力の相関関係を分析、公表

■全国学力・学習状況調査解説資料
　調査の実施後、各教育委員会や学校が速やかに児童生徒の学力や
学習の状況、課題等を把握するとともに、それらを踏まえて調査対
象学年及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善･充実等に取り
組む際に役立てることができるように作成したもの。
■全国学力・学習状況調査報告書
　調査結果を公表するとともに、調査結果を踏まえて学習指導の改
善･充実を図る際に役立てることができるように作成したもの。各問
題について、解答類型と反応率、分析結果と課題、学習指導の改善・
充実を図る際のポイント、授業アイディア例等を記述。

■授業アイディア例
　各学校において、今後の教育指導や児童生徒の学習状況の改善等
に活用できるようにするため、全国学力・学習状況調査の調査結果
を踏まえて、授業の改善･充実を図る際の参考となるよう、授業のア
イディアの一例を示すもの。
■全国学力・学習状況調査の結果を用いた追加分析
　国や教育委員会、学校等の教育活動や、教育施策の一層の改善を
図るため、大学等の研究機関の専門的な知見を活用し、高度な分析･
検証を行った調査研究の報告書。
〈分析例〉
・効果的な指導方法や取組について
・教員委員会や学校における調査結果の分析・活用手法について
・児童生徒の社会経済的背景（SES）と学力の関係について

◇�各教育委員会、学校に以下の調査結果を提供
　・児童生徒の正答数分布図
　・設問別正答率・無解答率、IRTスコア、類型別解答状況
　・質問調査の結果
　・各児童生徒に提供する「個人票」　　　など

▼公表する調査結果の例 ▼ ｢個人票｣のイメージ

文部科学省HP
国立教育政策研究所HP

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

◎全国学力 ･学習状況調査を活用するための参考資料等
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1
あなたは、オーストラリアからの留学生ソフィアのために動物園へ行く
予定をたてました。今日がその当日です。会話が続いていくように、質
問に答えたり、あなたの考えを伝えたりしましょう。指示がある場合は、
その指示に従って答えましょう。問題は（１）から（４）まであります。
解答時間は（１）から（３）が 7 秒、（４）が 20 秒です。それでは、始
めます。

2

証明を振り返り、統合的・発展的に考察すること（平行四辺形）

目的に応じて英語を聞き、
必要な情報を聞き取る

即興で伝え合うとともに、
考えとその理由を述べ合う

中学校・数学
（令和７年度）

中学校・英語
聞くこと（令和５年度）

中学校・英語
話すこと（令和５年度）

●出題の趣旨
統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、
証明を評価・改善することができるかどうかをみる。

●出題の趣旨
日常的な話題について、目的に応じて英語を聞き、
必要な情報を聞き取ることができるかどうかをみる。

●出題の趣旨
日常的な話題に関して聞いたことについて、
考えとその理由を述べ合うことができるかどうかをみる。

●正答例

エ  を選択し
「②、③より、AD+DF=BC+BE･･･④」と記述しているもの

●正答

3

●正答例

You should buy a picture book. 
He can learn about a lot of animals.
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問題例：過去の全国学力・学習状況調査より
全問題については、国立教育政策研究所ＨＰをご参照ください。

複数の資料を読み、分かったことや考えたことをまとめる（言葉の変化）

計算の仕方について統合的・発展的に
考察すること（小数と分数）

日常の事象について伴って変わる二つの数量 
の関係に着目して考察すること（ハンドソープ）

小学校・国語
（令和７年度）

小学校・算数
（令和７年度）

小学校・算数
（令和７年度）

●出題の趣旨
目的に応じて、文章と図表など
を結び付けるなどして必要な情
報を見付けることができるかど
うかをみる。

●正答例

言葉は年月とともに変化する
ということになっとくしまし
た。なぜなら、「新しい」とい
う言葉が、奈良時代には「あ
らたし」と言われていたよう
に、時代とともに言葉の形が
変わることがあるからです。

●出題の趣旨
数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数のいくつ
分として捉えることができるかどうかをみる。

●正答

【ア】 13

【イ】 53  又は １
2
3

●出題の趣旨
「10％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」
が「増量前の量」の何倍になっているかを表す
ことができるかどうかをみる。

●正答

2


